
 

      

 主 催： 調布健康支援プロジェクト実行委員会 
後  援： 電気通信大学 

協 力： 昭和女子大学黒谷研究室、調布市子ども食堂ネットワーク 

語ろうアースカフェ、調布市社会福祉協議会 
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1．はじめに 

おかげさまで学生応援フードパントリー調布は 6 回目、7 回目を開催するこ

とができました。第 6 回（12 月 11 日）はクリスマス、第 7 回（2 月 14 日）はバ

レンタインの楽しい雰囲気を少しでも感じてもらえるよう、食品選びや包装に工

夫をしてみました。当イベントは、日々の生活に必要な食品・日用品の提供とと

もに、会場でのちょっとした会話のやり取りによって社会的つながりが得られる

貴重な機会にもなっていると感じています。 

皆様に支えられてここまできたことに感謝し、今後も微力ながら継続できる

よう努力する所存です。引き続きご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 
 

2．主催  

調布健康支援プロジェクト実行委員会 
 

3．後援・協力 

後援：電気通信大学 

協力：昭和女子大学黒谷研究室、調布市子ども食堂ネットワーク 

語ろうアースカフェ、調布市社会福祉協議会 
 

4.開催日時 

第 6 回： 2022 年 12 月 11 日（日）13：00－17：00 

第 7 回： 2023 年 2 月 14 日（火）11：００－17：００ 
 

5．場所 

電気通信大学 講堂ロビー(アフラックホール UEC) 
 

6．対象条件と募集人数 

次の①または②に該当する学生 先着７0 名（第 6 回）、50 名（第 7 回） 

①  調布市に所在する大学または専門学校の学生 

②  調布市在住で調布市以外に所在する大学または専門学校の学生 
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7．参加者数 

第 6 回 70 名（７校）  

第 7 回 50 名（５校） 
  

8．参加者募集および寄付の呼びかけ 

地域関連各所（地区協議会、自治会、教育機関など）へ声がけ 

Twitter、Facebook、インスタグラムなどのソーシャルメディア 

学生応援フードパントリー調布の Twitter、インスタグラムより 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インスタグラム          Twitter 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フードドライブの呼びかけ  

アマゾン欲しいものリストの活用     （市民活動支援センターにて） 
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9. 配布食品のコンセプト 

食品キットは、「栄養バランス」「食べやすさ」「学生の嗜好」をコンセプトに、昭

和女子大学生活科学部黒谷研究室の監修のもと、これまでの参加者からのニー

ズの高かった野菜や果物を中心とした食品セットを配布しました。また、クリス

マスには、これまでのアンケートでリクエストの多かった「牛肉」（ローストビーフ）

をちょっぴり贅沢な献立として配布しました。バレンタインには手書きのメッセ

ージ付きチョコレートを配布しました。 

また、配布した食品を使ったレシピが書かれたパンフレットや野菜の活用につ

いてのリーフレットも同時に渡し、インスタグラムにも掲載しました。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野菜の活用についてのリーフレット（抜粋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レシピのパンフレット（抜粋） 
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10.当日の様子 （第 6 回・第 7 回） 
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11. 参加者からの御礼の言葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・これで 1 週間は生きられます。ありがとうございます！ 

 

・食料の不安や一人でいる不安がやわらぎ、学業に集中することができます！ 

 

・貴重な食材をありがとうございます。私も誰かに HAPPY をつないでいける 

よう日々頑張ります。 
 
・本当にありがとうございます。寄付してくれる方がいるからこそ助かる人もい 

るんだと思います。すごく助かりました。 
 
・大変助かります。1 品 1 品大切にいただきます！ 
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・年明けに様々なことが起こり、気が滅入ってましたが、少し元気が出ました。 

 

・とても助かります！ありがとうございます。 

 

・このおかげで生きていくことができそうです。ありがとうございます！ 

 

・たくさんのご支援をありがとうございます！いつか恩返しができるよう 

がんばります。 

 

・たくさんの食べ物と優しい対応ありがとうございました！ 

 

・ご支援ありがとうございました！いただいた物は大切にしたいと思います。 

 

・最近物価の高騰が本当にきついのでとてもうれしいです！ 
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12. 参加者の暮らしぶり 

2022 年は新型コロナウイルス感染症の流行より 3 年目となり、開催を中止

するフードパントリーも増えてきました。そこで、フードパントリーに参加する学

生の実態を明らかにするため、参加者を対象に新型コロナウイルス感染症の長

期化による生活への影響を 2022 年 6 月（第 5 回）と 12 月（第 6 回）に尋ね

た結果、生活が少し良くなった参加者は 30.9%から 43.1%に増加していまし

た。一方で、コロナの長期化により生活がより苦しくなった参加者は 27.3%か

ら 17.6%に減少し、苦しい状況が継続している参加者も 41.8%から 39.2%

に微減していました。とはいえ、いまだに参加者の約 6 割が苦しい生活状況に

あり、学生応援フードパントリー調布のニーズは高いことがうかがえます。 

 

 

1３. 寄付者一覧および助成金 

東京慈恵会医科大学 JANP センター、 アフラック 

木村屋總本店、 フードバンク調布、 山田屋本店 

Dole、 早大校友会調布稲門会有志、 語ろうアースカフェ 

調布市、 個人の皆様 など              

（敬称略） 

調布市生活困窮者自立支援団体活動補助金 

 

ご支援いただきありがとうございました！ 

 

1４. おわりに 

「将来恩返しができるよう頑張ります」というコメントを複数の参加者からい

ただきました。そのメッセージの数々は、我々実行メンバーの心に強く響いてい

ます。学生応援フードパントリー調布ができることは限られていますが、希望さ

れる方が一人でもいるのであれば、この小さな灯を絶やさすよう続けていけれ

ばと思う所存です。 
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